
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8701020002KK/20090503

( 科目コード：8701020002KK)

【改訂】第 1 版（2009-03-24）
【科目】生物学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・2 年次
【担当教員】

大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
・生物の個体および細胞の成り立ちについて知識があること
・現在の地球上には多種多様な生物が存在しているが、その本質は共通していることを理解する
・ヒトも生物の一員として他の生物と深いかかわりを持つことを自覚する

【授業概要】
・前半は原核細胞から真核細胞へ、単細胞から多細胞への進化の道筋、動物と植物の関係などについて学ぶ。細胞分
裂、発生過程など、細胞の活動の様子はビデオの映像を通して理解する。
・後半は体細胞と生殖細胞の違い、遺伝の法則、変異等について学ぶ。また、遺伝子について学び遺伝子の働きにつ
いて理解する。生命を個体および細胞レベルで考え、生命を分子レベルで扱う「生化学」へとつなげる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：生物学　第２版：石川　統編：東京化学同人：4-8079-0674-1
参考書：フォトサイエンス生物図録：鈴木　孝仁：数研出版：4-410-28142-9

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義
映像教材

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること
・１年次「生物」で使用した副教材（フォトサイエンス生物図録）を続けて使用する

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：生物学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 序論 生物の特性、生物学で何を学ぶか
第 2 回 進化の道筋 化学進化、細胞の起源、生物進化
第 3 回 生体物質　 生体を構成する主要物質
第 4 回 細胞と細胞小器官（１） ウイルス、単細胞生物、多細胞生物
第 5 回 細胞と細胞小器官（２） 細胞小器官の種類とはたらき
第 6 回 細胞分裂 体細胞分裂と減数分裂
第 7 回 細胞周期 細胞周期とその制御
第 8 回 前期中間試験
第 9 回 代謝とエネルギー（１） 酵素とそのはたらき
第 10 回 代謝とエネルギー（２） 同化と異化、ATP

第 11 回 光合成 光合成の条件、光合成のしくみ
第 12 回 遺伝（１） メンデルの遺伝の法則

種々の遺伝（不完全優性、致死遺伝子等）
第 13 回 遺伝（２） 染色体上の遺伝子の連鎖および組換え
第 14 回 遺伝（３） 性の決定、伴性遺伝
第 15 回 遺伝子とその働き（１） 遺伝子の本体 レポート
第 16 回 遺伝子とその働き（２） 遺伝情報
第 17 回 遺伝子とその働き（３） 遺伝情報の発現
第 18 回 受精 配偶子形成、受精
第 19 回 発生と分化（１） 初期発生、細胞系譜
第 20 回 発生と分化（２） 形態形成
第 21 回 発生と分化（３） 動物の受精と植物の受精それぞれの特徴
第 22 回 後期中間試験
第 23 回 ホメオスタシス 内分泌線とホルモン
第 24 回 ホメオスタシス 液性調節と神経性調節
第 25 回 神経系（１） ニューロン、シナプス、興奮の伝導
第 26 回 神経系（２） 中枢神経と末梢神経
第 27 回 行動と生態（１） 感覚、運動、行動
第 28 回 行動と生態（２） 生物集団 &#8226; 適応戦略 レポート
第 29 回 かわりゆく生物 生物と環境
第 30 回 バイオテクノロジー 最新のバイオテクノロジーの話題
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